
北条西小・北条小学校統合説明会実施状況 

 
○ 開催日時：平成２０年１０月１７日 午後７時００分～ 
○ 場  所：百合ヶ丘町会公民館 
○ 参加人数：１４人 

 
（左側が市民の主な意見・質問、右側が教育委員会の回答） 

【統合全般に関すること】 
１ 
 

統合先を北条小とするのは、教室数が多

いからか。 
グラウンドは北条西小の方が広い。 
北条小の芝生化されたグラウンドはど

うなるのか。 
プールは循環式になっていないのでは

ないか。 

北条小の方が、敷地面積が広いこと、教室の

数が多いこと等から統合先を北条小として

いる。 
グラウンドの芝生化は大阪府の意向もあり

整備して継続したい。 
プール・校舎等の施設の整備を図っていきた

い。 
２ 
 

統合方針の許容範囲の理由としている、

「いじめや学級崩壊への対応」、「児童が

学級の人数の多いことを望む」、は該当

しないのではないか。 

いじめ・学級崩壊への対応はクラス替えだけ

で対応するものではないが、基本方針では、

子どもの人間関係の固定化を避けるという

意味もあり、また、他市のアンケート調査の

結果を引用している。 
３ 統合することにより校区が広がり、通学

が遠くなる。 
旧高野街道の横断が危険である。 
冬場の凍結時の対応はどうするのか。 
坂を上るのは大変であり、学校に荷物を

置いておくような対応はどうか。 

信号機の設置等、通学路の安全確保について

検討を進めている。説明会の意見等を踏ま

え、検討した結果をＰＴＡに報告し、再度検

討をするようなことも行いたい。 
凍結時は、現在の通学状況を調べて対応した

い。 
荷物については、家庭でも必要な教科書類は

持ち帰り、ロッカーに置けるものは置く対応

を図りたい。 
４ 車椅子を使っている児童の通学に、どん

な対応をしてもらえるのか。 
具体的な答えを出さずに、統合を進める

ことはおかしい。 
家族だけではなく第３者を入れて、対応

してはどうか。 

介助員の配置、タクシーの利用等で対応した

い。 



５ 統合後の跡地は、どうなるのか。 
北条西小は耐震工事も終わっている。 
少なくとも体育館とグラウンドは使え

るようにしてもらいたい。 
防災への対応はどうするのか。降雨時の

水量は非常に多い。 
廃校後も管理者が必要である。 

教育委員会としては、生涯学習・スポーツ施

設・災害時の避難所として有効活用したい。

議会の特別委員会にも進言していきたい。 
市の危機管理担当課とも調整を図りたい。 
 

６ 統合先への元の学校の教員配置を具体

的に進めてもらいたい。 
対応していきたい。 

７ 本日の質問・要望事項について、町会長

あてに文書で回答してもらいたい。 
対応していきたい。 

 


